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第�章 目標達成のための

取り組み

1 地球温暖化・エネルギー

対策の推進

【主な改定のポイント】

●CO2削減目標の見直し

前期計画で設定した｢エネルギー

消費量｣の削減目標を達成したこと、

国や都において温室効果ガス排出量

に関する新たな削減目標が設定され

たことから、後期計画では｢CO2(二

酸化炭素)排出量｣での新たな削減目

標を、以下のように設定します。

令和6(2024)年度の目標

●脱炭素社会の実現に向けた取り組

み(緩和策)の推進

再生可能エネルギー導入等の取り

組みをさらに充実させるとともに、

水素エネルギーの普及など、脱炭素

社会の実現に向けた取り組み(緩和

策)を推進します。

●気候変動の影響に備える取り組み

(適応策)の推進

ヒートアイランド対策や熱中症対

策など、地球温暖化による気候変動

の影響に備える取り組み(適応策)を

推進します。

【主な取り組みの内容】

●地球温暖化対策の推進【緩和策】

①太陽光発電設備の導入助成など、

再生可能エネルギー、高効率・省エ

ネルギー機器等の利用を促進します。

②オフィスビルへのエネルギー管理

システムの導入促進など、事業者の

省エネ対策を推進します。

③コミュニティサイクルの推進など、

乗り物からのCO2排出を減らしま

す。

④設備の導入助成など、家庭の省エ

ネ化を促進します。

⑤区民・事業者・区が連携した取り

組みを推進します。

●地球温暖化対策の推進【適応策】

①ヒートアイランド抑制・緩和に向

けて｢風の道｣を創出します。

②緑化等により人工被覆面(アスフ

ァルトやコンクリート)の熱環境を

改善します。

③空調等の負荷による人工排熱を抑

制します。

④気候変動の影響による被害を軽減

します。

2 資源循環型地域社会の形成

【主な改定のポイント】

●5Rの取り組みの強化

これまでの5R(Rではじまる5つの

行動｢リフューズ｣｢リデュース｣｢リ

ユース｣｢リペア｣｢リサイクル｣)の取

り組みをさらに充実させるとともに、

外国人住民や若年単身層への資源・

ごみの分別に係る情報発信の強化や、

不燃ごみの全量資源化、食品ロスの

削減に向けた取り組みを推進します。

【主な取り組みの内容】

●ごみ減量と有効活用の推進

①持続可能な資源循環型地域社会へ

の理解の促進に取り組みます。

②5Rを推進します。

③廃棄物の適正処理を行います。

3 自然との共生

【主な改定のポイント】

●みどりの中の都市(CITY IN THE

GREEN)の実現

コミュニティの醸成にもつながる

公園の整備・改修を推進し、水辺と

緑を活用した賑わいの場を創出する、

CITY IN THE GREEN(シティー イ

ン ザ グリーン)の実現に向けた取

り組みを推進します。

【主な取り組みの内容】

●生物多様性の保全

①水辺や緑地などを整備して、生物

の生息空間を確保します。

②生物およびその生育環境に関する

調査データをとりまとめ、情報発信

を行います。

③持続可能な地域づくり及び環境を

守り、育て、活かす人材の育成を進

めます。

●公園・緑地の整備

①生物多様性の保全やヒートアイラ

ンド抑制の観点から連続性のある水

辺と緑を活かした空間づくりを進め

ます。

②道路沿いの緑の保全、屋上緑化や

壁面緑化等を推進し、身近なみどり

を感じる空間をつくります。

●水辺環境の整備

①ヒートアイランド緩和に貢献する

｢風の道｣を創出します。

②区民が誇りと親しみを感じられる

ような水辺を活かした空間づくりに

向けて、区民・事業者と連携した取

り組みを進めます。

4 環境に配慮した

快適なまちづくりの推進

【主な取り組みの内容】

●低炭素まちづくりの推進

地域のエネルギーを活用し、エネ

ルギーの利用効率の向上を図ります。

●景観・美観の向上

①景観行政団体として、区の個性を

活かした魅力ある景観を形成します。

②豊かな景観資源をもとに景観に対

する区民意識の向上を図り、景観づ

くりへの区民の参画意識を高めます。

③区民・事業者と協働して、まちの

美化活動を推進します。

④放置自転車解消のための効果的な

対策を実施します。

5 安全・安心な生活環境の

確保

【主な取り組みの内容】

●大気環境汚染防止対策の推進

①大気汚染物質の規制基準の遵守と

大気環境に関わる情報を発信します。

②運輸部門、交通分野での大気汚染

防止対策を推進します。

③石綿の大気中への飛散防止対策の

徹底を指導します。

●水環境の保全の推進

①河川水質の常時監視を充実します。

また事業所への対策を推進します。

②区民・事業者の水環境保全に対す

る意識の向上を図ります。

●騒音・振動等の公害対策の推進

①発生源対策を中心とした指導を強

化し、都市生活のモラル向上のため

の取り組みを進めます。

②騒音規制法、振動規制法、環境確

保条例による規制基準に基づく指導

を行います。

●有害化学物質等の発生抑制対策の

推進

有害化学物質の適正管理を進めま

す。

●災害に強いまちづくりの推進

①｢分散型エネルギーシステム｣の構

築を目指します。

②雨水の有効利用、水害対策を推進

します。

③公園・緑地等の整備により、避難

地の確保や延焼防止機能の強化を図

ります。

④災害発生時に迅速な対応が可能な

体制づくりを進めます。

6 環境教育及びパートナー

シップの推進

【主な取り組みの内容】

●環境情報の共有

①環境に関する情報を分かりやすい

方法で広く提供します。

②環境情報の集積・共有化を図りま

す。

③新たな環境問題に係る情報を収集

し、区民等に提供します。

●環境教育・学習の推進

①環境について自ら調べ、学び、考

え、行動できる場と機会の充実を図

ります。

②地域に根ざした環境教育を推進す

る人材を育成します。

●多様な主体が取り組むエコ意識の

向上

区民・事業者・区が一体となって

環境パートナーシップを推進します。

7 東京2020オリンピック・

パラリンピック競技大会

のレガシーの継承

●東京2020大会のコンセプト

東京2020大会は、｢気候変動｣、｢資

源管理｣、｢大気・水・緑・生物多様

性｣等を主要テーマとし、持続可能

な開発目標(SDGs)への貢献を掲げ

ています。

●大会開催に向けての環境分野にお

ける区の理想像

●区におけるレガシー継承の方向性

①木材を主体とする構造で整備した

競技会場をレガシーとして継承し、

木材利用のシンボル的な施設として

活用していくことで、公共施設や民

間施設への木材利用の波及を図りま

す。

②大会開催に向けた｢花と緑のおも

てなしガーデニング｣などの取り組

みをレガシーとして継承し、花と緑

のまちづくりのさらなる活性化を図

ります。

③大会開催に向けた区独自のボラン

ティア｢江東サポーターズ｣などに参

加した区民の活躍をレガシーとして

継承し、環境保全に係るボランティ

ア活動の情報発信や、活躍の場の提

供に努めます。

④東京2020大会が環境に配慮した大

会であったことをレガシーとして継

承し、区の環境保全に向けての取り

組みを、さらに進めていきます。

第�章 計画の推進体制と

進行管理

PDCAサイクルにより進行を管理

します。
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せください。 意見募集締切：11／25(月)必着

江東区環境基本計画(後期)素案の全文は、区ホームページ(ホーム→区政情報→広聴→パブリックコメント)からご覧ください。
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環境負荷の少ないまち

水と緑あふれるまち

安全・安心で快適なまち

◆CO2排出量を、基準年である平

成25(2013)年度比で24.3％削減

◆中期目標として、令和12(2030)

年度に、平成25(2013)年度比で

37.6％削減

◆区の施策で、CO2削減量が算定

可能な事業について、CO2削減量

の進捗を管理

20代以下 30代 40代 50代 60代 70代以上年齢

住所

氏名

※いただいた個人情報は、本パブリックコメント以外

の目的には使用しません。




